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相でもゆらいでお り低温で序々に Freezeする事によって SpinGlas的な性質が観測される,
いわゆるGT modelでうまく説明される｡このスピンの垂直成分のゆらぎは,中性子非弾性
散乱でもMagnonとは別のものとして確かめられた｡
Fe65Ni35 イ ン バー合金の
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腕をもつ枠型単結晶試料を切 り出した｡腕 と腕 との間隔は5-6mmであり,腕の幅は3- 4mm








たスピンの凍結温度 Tg(xac又は gdc-1 曲線の折れに相当する温度 )は結晶方向に依らなか
った｡しかしながら,T から温度が下がるに従って磁化曲線において磁化が急峻に増加Lg ′■l'
はじめる磁界Eg(直流 ),hg(交流 )は結晶方向により差があらわれたO (i)Fig･1に測定
結果の一例を示すが,いずれの試料もEg-T曲線にそって磁気緩和が極大を示 した｡ 刷DEg
の結晶方向依存性をTg以下で180 0磁壁が反強磁性クラスター (短範囲の反強磁性的スピン配
列 )にピン止めされるモデルを考えるとEi 100' ‥E<110> :E` 111'- 1:ノ2:ノ3 となg g





































リエン トラン トスピングラスに関するコメン ト
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